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第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
（
首

相
の
諮
問
機
関
）
の
専
門
小
委
員

会
は
６
月
２７
日
、
１２
回
目
と
な
る

会
合
を
開
き
、
「
議
会
制
度
」
に

つ
い
て
議
論
し
た
。

今
回
の
議
題
は
、
前
回
の
会
合

（
６
月
１７
日
開
催
）
か
ら
引
き
続

い
て
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
項

目
。
こ
れ
ま
で
議
会
制
度
に
つ
い

て
は
▽
欧
米
の
よ
う
に
実
費
支
給

の
み
の
夜
間
議
会
を
開
い
て
は
ど

う
か
▽
日
本
の
議
員
は
高
い
専
門

性
が
必
要
で
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
化
は
そ
ぐ
わ
な
い
―
―
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
�
２
面

に
「
地
方
議
会
制
度
に
係
る
論
点

（
抜
粋
）
」
を
掲
載
。

市
区
議
会
議
員
は
左
上
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
、
「
議
員
専
業
」
で

活
動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的

多
数
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
市
区
議
会
議
員
が
、
議
員
の
職

務
に
専
属
し
て
当
た
ら
な
け
れ

ば
、
職
務
の
遂
行
が
困
難
で
あ
る

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

今
後
、
地
方
分
権
が
進
め
ば
、

議
員
の
職
務
は
今
以
上
に
高
度
化

す
る
こ
と
と
な
る
。
国
や
都
道
府

県
か
ら
権
限
と
税
財
源
が
移
譲
さ

れ
れ
ば
、
議
会
が
果
た
す
べ
き
執

行
部
へ
の
監
視
機
能
は
、
更
な
る

専
門
性
を
求
め
ら
れ
る
。

住
民
を
代
表
す
る
地
方
議
会
の

議
員
に
幅
広
い
人
材
を
確
保
す
る

た
め
、
専
門
小
委
で
は
現
在
、
新

た
な
議
員
像
を
描
こ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
分
権
型
社
会
の
到
来

を
見
据
え
た
う
え
で
の
結
論
が
導

き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
実
効
性
に

乏
し
い
結
果
と
な
り
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
今
後
、
本
会
と
し
て
は

専
門
小
委
に
対
し
、
市
区
議
会
議

員
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
や
、
議

論
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
踏
ま
え

て
お
く
べ
き
問
題
点
な
ど
を
訴
え

か
け
て
い
く
。
直
近
で
は
、
７
月

２９
日
に
開
催
さ
れ
る
第
１３
回
の
会

合
へ
本
会
代
表
者
が
出
席
し
、
意

見
を
述
べ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
（
委
員
長
�
丹
羽
宇
一
郎
・

伊
藤
忠
商
事
会
長
）
は
６
月
２６

日
、
第
１
次
勧
告
（
５
月
２８
日
）

の
取
り
ま
と
め
後
、
初
と
な
る
第

５０
回
委
員
会
を
開
催
。
続
い
て
７

月
３
日
に
は
第
５１
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。
審
議
再
開
に
よ
り
、
国

の
出
先
機
関
の
見
直
し
へ
の
取
り

組
み
が
本
格
化
す
る
。

第
５０
回
委
員
会
に
は
増
田
寛

也
・
地
方
分
権
改
革
相
が
出
席
し
、

会
議
冒
頭
に
あ
い
さ
つ
。
「
地
方

分
権
改
革
の
取
り
組
み
を
後
押
し

し
た
い
」
と
述
べ
、
第
二
期
分
権

改
革
の
推
進
に
向
け
、
今
後
と
も

政
府
と
し
て
責
任
を
果
た
し
て
い

く
意
欲
を
改
め
て
示
し
た
。

政
府
で
は
分
権
委
の
第
１
次
勧

告
を
受
け
、
地
方
分
権
改
革
推
進

本
部
（
本
部
長
�
福
田
首
相
）
が

６
月
２０
日
、
「
地
方
分
権
改
革
推

進
要
綱
（
第
一
次
）
」
を
策
定
。

こ
の
中
で
分
権
に
向
け
、
抜
本
的

に
見
直
す
べ
き
課
題
と
実
施
期
限

を
行
政
分
野
ご
と
に
掲
げ
た
。

増
田
大
臣
の
発
言
も
同
要
綱
を

踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
の
認
識
を

示
し
た
も
の
。
政
府
は
、
第
１
次

勧
告
の
内
容
を
最
大
限
に
尊
重
し

た
う
え
で
結
論
を
導
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
増
田
大
臣
は
じ
め
関
係

閣
僚
の
折
衝
の
結
果
が
待
た
れ
て

い
る
。

な
お
、
分
権
委
は
８
月
上
旬
、

国
の
出
先
機
関
の
見
直
し
に
関
す

る
中
間
報
告
を
ま
と
め
る
予
定
。
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１

議
員
の
身
分
、
選
出
の
あ
り
方
等

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
基
礎
的
自
治
体
の

場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
、
議
員
は
無
報
酬
で
実
費

だ
け
の
支
給
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
夜
に

議
会
が
開
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

○
欧
米
の
よ
う
に
議
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
化
す
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
と
、
今
の
日
本
の
市
町
村
は

非
常
に
規
模
が
大
き
く
な
り
、
か
な
り
高
い
専
門

性
を
要
す
る
の
で
、
軽
々
に
無
給
に
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
よ
う
な
議
論
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

○
海
外
の
よ
う
な
議
員
の
兼
職
方
法
が
日
本
で
上

手
く
機
能
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し

く
労
働
時
間
の
在
り
方
に
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で

あ
り
、
ど
の
程
度
適
用
可
能
か
と
い
う
の

は
、
そ
の
社
会
的
な
背
景
の
違
い
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

○
地
方
議
会
の
議
員
に
つ
い
て
、
公
選
職

と
い
う
よ
う
な
位
置
付
け
が
で
き
な
い
か
。

○
女
性
を
含
め
、
多
様
な
人
が
立
候
補
で
き
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
選
挙
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

○
女
性
の
議
員
を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
考
え
る
必
要
は
な
い
か
。

○
議
員
の
間
は
一
時
的
に
離
職
し
、
そ
の
後
復
職

で
き
る
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
法
定

得
票
数
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
供
託
金
の

没
収
な
ど
は
、
立
候
補
の
乱
立
を
防
ぐ
と
い
う
趣

旨
は
あ
る
も
の
の
、
多
様
な
層
か
ら
の
立
候
補
を

妨
げ
て
は
い
な
い
か
。

２

小
規
模
自
治
体
に
お
け
る
議
会
制
度

○
小
規
模
自
治
体
の
議
会
は
本
会
議
中
心
で
や
っ

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
議
事
定
足
数
が
過

半
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
本
会
議
を
や
り
に

く
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

○
議
員
の
定
数
も
自
由
に
し
た
ら
ど
う
か
。
ま

た
、
町
村
総
会
と
の
併
置
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
基
礎
的
自
治
体
の

場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
、
議
員
は
無
報
酬
で
実
費

だ
け
の
支
給
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
夜
に

議
会
が
開
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

○
今
の
日
本
の
市
町
村
は
非
常
に
規
模
が
大
き
く

な
り
、
か
な
り
高
い
専
門
性
を
要
す
る
の
に
、
特

に
町
村
の
議
員
の
報
酬
は
こ
れ
だ
け
で
生
活
で
き

る
と
い
う
額
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
結
構
あ
る
よ
う

な
気
が
し
て
お
り
、
さ
ら
に
欧
米
の
よ
う
に
議
員

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
化
し
、
無
給
に
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
よ
う
な
議
論
に
な
る
と
、
議
員
は
か
な
り
限

ら
れ
た
社
会
層
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

３

議
会
の
権
限

○
自
治
法
第
９６
条
第
２
項
に
よ
る
議
決
事
件
の
追

加
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
法
定
受
託
事
務
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
議

会
の
議
決
事
件
を
追
加
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

○
議
会
に
財
政
上
の
報
告
を
要
す
る
法
人
等
の
範

囲
に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員
の
監
査
の
対
象
と
な

る
も
の
と
同
じ
く
、
当
該
団
体
が
資
本
金
、
基
本

金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
４
分
の
１
以

上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
に
拡
大
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

○
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
後
、
議
会
が
、
住
民

訴
訟
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
損
害
賠
償
請

求
権
等
を
放
棄
す
る
旨
の
議
決
を
す
る
こ
と
は
、

議
会
自
体
の
監
査
機
能
・
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
い
う

考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

○
監
査
委
員
に
つ
い
て
、
仮
に
議
選
委
員
を
禁
止

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
が
監
視
機
能
を
十
分
に

果
た
せ
る
よ
う
、
例
え
ば
実
地
検
査
権
を
付
与
す

る
な
ど
議
会
の
監
視
機
能
向
上
の
た
め
の
方
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

○
監
査
委
員
を
通
し
て
や
る
の
で
は
な
く
、
独
自

に
議
会
と
し
て
執
行
機
関
を
監
察
す
る
機
能
を
強

化
す
る
た
め
、
議
会
に
実
地
検
査
権
を
付
与
し
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

○
長
の
議
案
提
出
権
を
な
く
し
、
立
法
機
能
を
議

会
の
専
属
と
す
れ
ば
、
い
き
お
い
議
会
の
立
法
機

能
は
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

○
議
会
の
財
政
統
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

（
例
え
ば
巨
額
の
起
債
等
）
。

○
現
在
の
議
会
は
、
税
率
を
事
実
上
決
定
し
て
い

な
い
が
、
税
率
に
つ
い
て
は
議
会
で
自
由
に
決
め

る
と
い
う
こ
と
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
議
案
の
提
出
が
長
に
よ
る
も
の
か
議
員
に
よ
る

も
の
か
は
重
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
議
会
に
お

い
て
議
案
に
対
す
る
実
質
的
な
審
議
が
行
わ
れ
る

か
ど
う
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

４

議
会
の
会
期
、
運
営
等

○
会
期
制
が
妨
げ
と
な
っ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
が
議
員
に
な
る
意
欲
を
も
て
な
い
の
で
は
な
い

か
。
基
礎
的
自
治
体
の
議
会
を
毎
週
夜
に
開
催
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
会
期
制
に
つ
い
て
検
討

で
き
な
い
か
。

○
国
会
の
議
事
手
続
や
国
会
法
の
規
定
は
世
界
標

準
か
ら
か
な
り
外
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
方
議
会
の
議
事
手
続
や
自
治
法
は
国
会
に
引
き

ず
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
、
会
期
に
し
て
も
、
地
方
議
会
が
通
年
会
期
で

曜
日
を
決
め
て
開
催
し
、
会
期
不
継
続
の
原
則
も

適
用
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

○
議
事
機
関
で
あ
る
議
会
が
自
ら
集
ま
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。
議
長

に
招
集
権
を
与
え
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

５

透
明
性
の
向
上
、
議
会
事
務
局
の
強

化
等

○
地
方
議
会
に
つ
い
て
も
っ
と
目
が
届
く

よ
う
な
形
で
情
報
公
開
が
で
き
な
い
か
。

○
住
民
の
側
も
、
普
段
の
議
員
の
取
組
み
を
知
っ

た
上
で
投
票
し
て
い
る
の
か
。
選
ば
れ
る
人
の
情

報
を
得
た
う
え
で
選
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

○
議
会
に
お
い
て
実
質
的
な
審
議
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
案
に
対

す
る
議
員
の
賛
否
等
の
議
論
の
経
過
に
つ
い
て
、

文
書
で
出
さ
せ
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
さ
せ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

○
議
論
の
内
容
を
開
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
選
挙
の
関
心
が
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
。

○
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
上
で
必
要
な

専
門
性
を
議
員
が
養
う
機
会
が
な
い
の
で
は
な
い

か
。
事
務
局
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議

員
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
を
補
え
な
い
か
。

地地
方方
議議
会会
制制
度度
にに
係係
るる
論論
点点

（（抜抜粋粋））
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トピッ
クス

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
多
賀
谷
俊
史
・
大
阪
市
会
議

長
）
は
７
月
８
日
、
豊
田
市
で
役

員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
特
に
「
都
市
に
お

け
る
エ
コ
対
策
」
を
平
成
２０
・
２１

年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ
案
と
し
て

ま
と
め
、
来
る
８
月
１８
日
開
催
の

第
８８
回
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

同
研
究
会
で
は
、
テ
ー
マ
を
設

け
、
約
２
年
の
調
査
研
究
を
行

い
、
報
告
書
を
ま
と
め
て
き
て
い

る
。
２０
年
度
は
新
し
い
テ
ー
マ
を

決
め
る
年
。
そ
こ
で
、
新
テ
ー
マ

案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
、
本
年

３
月
に
加
盟
８９
市
の
議
長
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。「
都

市
に
お
け
る
エ
コ
対
策
」の
回
答
が

最
多
件
数
に
上
っ
て
い
た
。

こ
の
結
果
、
最
多
件
数
と
な
っ

た
同
件
を
新
テ
ー
マ
案
と
し
て
先

の
調
査
幹
事
会
に
お
い
て
協
議
、

役
員
会
に
提
案
さ
れ
て
い
た
。

調
査
時
の
提
案
理
由
は
、
地
球

環
境
問
題
が
今
、
世
界
規
模
で
議

論
さ
れ
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
も
、
重
要
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
地
球
環
境
問
題
の
一
翼
を
担

う
べ
く
「
都
市
に
お
け
る
エ
コ
対

策
」
を
様
々
な
角
度
か
ら
議
論
し

て
み
て
は
ど
う
か
と
し
て
い
る
。

▼
議
長

▽
杉
並

青
木
さ
ち
え（
５
・
２９
）

▽
中
央
（
東
京
）

今
野
弘
美（
５
・
３０
）

▽
横
浜

吉
原

訓（
５
・
３０
）

▽
春
日
部

小
久
保
博
史（
５
・
３０
）

▽
鴨
川

渡
邉
隆
俊（
５
・
３０
）

▽
栗
東

久
徳
政
和（
５
・
３０
）

▽
深
谷

栗
原
征
雄（
６
・
２
）

▽
越
谷

小
林

仰（
６
・
２
）

▽
京
丹
後

大
同

衛（
６
・
２
）

▽
加
西

森
田
博
美（
６
・
２
）

▽
橿
原

杉
井
康
夫（
６
・
２
）

▽
備
前

山
�

修（
６
・
２
）

▽
吉
野
川

枝
澤
幹
太（
６
・
２
）

▽
天
草

濱

�
昭（
６
・
２
）

▽
福
井

宮
�
弥
麿（
６
・
３
）

▽
下
野

橋
本
武
夫（
６
・
３
）

▽
吹
田

野
村
義
弘（
６
・
３
）

▽
姫
路

谷
内

敏（
６
・
３
）

▽
熊
谷

泉

二
良（
６
・
４
）

▽
銚
子

加
瀬
庫
藏（
６
・
４
）

▽
市
川

金
子

正（
６
・
４
）

▽
小
松

川
崎
順
次（
６
・
５
）

▽
鴻
巣

丸
岡
治
雄（
６
・
５
）

▽
石
巻

阿
部
仁
州（
６
・
６
）

▽
佐
野

飯
塚
昭
和（
６
・
６
）

▽
飯
能

鳥
居
誠
明（
６
・
６
）

▽
東
松
山

榎
田
達
治（
６
・
６
）

▽
芦
屋

長
野
良
三（
６
・
６
）

▽
江
津

福
原
昭
平（
６
・
６
）

▽
伊
予

日
野
正
則（
６
・
６
）

▽
千
葉

中
島
賢
治（
６
・
９
）

▽
所
沢

小
川
京
子（
６
・
１０
）

▽
筑
西

�
平
忠
行（
６
・
１１
）

▽
川
越

石
川
隆
二（
６
・
１１
）

▽
本
庄

明
堂
純
子（
６
・
１１
）

▼
副
議
長

▽
う
る
ま

西
野
一
男（
５
・
２１
）

▽
杉
並

小
川
宗
次
郎（
５
・
２９
）

▽
小
田
原

武
松

忠（
５
・
２９
）

▽
中
央
（
東
京
）

高
橋
伸
治（
５
・
３０
）

▽
横
浜

中
島
憲
五（
５
・
３０
）

▽
春
日
部

川
鍋
秀
雄（
５
・
３０
）

▽
鴨
川

飯
田
哲
夫（
５
・
３０
）

▽
栗
東

太
田
利
貞（
５
・
３０
）

▽
深
谷

新
井

清（
６
・
２
）

▽
越
谷

原
田
秀
一（
６
・
２
）

▽
京
丹
後

奥
野
重
治（
６
・
２
）

▽
加
西

森
元
清
蔵（
６
・
２
）

▽
備
前

掛
谷

繁（
６
・
２
）

▽
吉
野
川

工
藤
俊
夫（
６
・
２
）

▽
天
草

野
嶋
健
一（
６
・
２
）

▽
福
井

皆
川
信
正（
６
・
３
）

▽
下
野

�
山

映（
６
・
３
）

▽
吹
田

木
村

裕（
６
・
３
）

▽
姫
路

今
栄
進
一（
６
・
３
）

▽
熊
谷

松
本
貢
市
郎（
６
・
４
）

▽
銚
子

根
本

茂（
６
・
４
）

▽
鴻
巣

田
中
克
美（
６
・
５
）

▽
石
巻

黒
澤
和
雄（
６
・
６
）

▽
佐
野

亀
田

清（
６
・
６
）

▽
飯
能

松
橋
律
子（
６
・
６
）

▽
東
松
山

岡
村
行
雄（
６
・
６
）

▽
沼
津

伊
藤
正
彦（
６
・
６
）

▽
芦
屋

中
島
健
一（
６
・
６
）

▽
江
津

土
井
正
人（
６
・
６
）

▽
伊
予

久
保

榮（
６
・
６
）

▽
千
葉

近
藤
千
鶴
子（
６
・
９
）

▽
所
沢

水
村
篤
弘（
６
・
１０
）

▽
輪
島

大
宮

正（
６
・
１１
）

▽
筑
西

堀
江
健
一（
６
・
１１
）

▽
川
越

吉
田
光
雄（
６
・
１１
）

▽
本
庄

中
原
則
雄（
６
・
１１
）

▼
事
務
局
長

▽
千
葉

斎
藤
友
幸（
４
・
１
）

▽
い
わ
き

大
和
田
正
人（
６
・
１
）

金
融
の
役
割
は
、
経
済
の
血
液

と
呼
ば
れ
る
お
金
を
社
会
全
体
に

循
環
さ
せ
る
こ
と
。
し
か
し
地
域

の
発
展
や
環
境
保
全
、
福
祉
の
増

進
な
ど
、
大
き
な
利
益
を
生
み
出

し
に
く
い
事
業
を
行
う
団
体
は
、

銀
行
な
ど
一
般
の
金
融
機
関
か
ら

な
か
な
か
融
資
を
受
け
に
く
い
。

一
方
、
ど
う
せ
預
金
す
る
な

ら
、
よ
り
社
会
に
役
立
つ
姿
で
の

運
用
を
願
う
市
民
も
多
い
。
こ
の

両
者
を
結
ぶ
、
非
営
利
的
な
市
民

事
業
へ
の
投
資
に
特
化
し
た
新
し

い
し
く
み
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
」
が

続
々
と
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
の
多
く
は
民
法

上
の
組
合
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い

る
。
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
や
法

人
が
組
合
員
と
な
り
、
そ
れ
を
原

資
に
社
会
的
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
市
民
団
体
な
ど
へ
融
資
が

行
わ
れ
る
。
組
合
員
は
総
会
の
議

決
権
を
も
ち
、
自
分
た
ち
の
出
資

し
た
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
般
に
金
利
は
銀
行
等
と
比
べ

て
低
く
、
出
資
金
を
自
由
に
引
き

出
せ
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

し
か
し
最
も
心
配
さ
れ
る
貸
し
倒

れ
リ
ス
ク
は
、
公
認
会
計
士
を
交

え
た
厳
格
な
融
資
審
査
の
徹
底

で
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
た
こ
と
は
な
い
。

▽
７
月
２４
日

地
方
行
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
日
本
都
市

セ
ン
タ
ー
会
館
）

▽
７
月
２４
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
７
月
３１
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

時の話題

議

会

人

事

行

事

予

定

２０・２１年度

調調
査査
研研
究究
テテ
ーー
ママ
案案
まま
とと
まま
るる

都
市
研
が
役
員
会
開
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク

市
民
に
よ
る
社
会
事
業
投
資

多賀谷俊史・都市研会長
（大阪市会議長）

（３） 平成２０年７月１５日 第１６９４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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尾尾
瀬瀬
国国
立立
公公
園園
のの
誕誕
生生

平
成
１６
年
１１
月
に
誕
生
し
た
魚

沼
市
は
、
市
制
施
行
直
前
の
１０
月

２３
日
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
襲
わ

れ
ま
し
た
。
地
震
発
生
以
後
は
観

光
面
の
落
ち
込
み
が
激
し
く
、
更

に
冬
季
の
豪
雪
が
重
な
り
、
大
き

な
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
か
ら
復
興
へ
向
か
い

つ
つ
あ
る
１７
年
、
当
市
の
観
光
協

会
で
は
「
う
お
ぬ
ま
四
季
物
語
」

と
銘
打
っ
た
活
動
を
展
開
。
首
都

圏
を
中
心
と
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
当
市

の
四
季
が
織
り
な
す
「
風
景
・
催

事
・
人
・
物
産
」
の
Ｐ
Ｒ
を
開
始

し
ま
し
た
。

１８
年
度
に
は
、
当
市
と
災
害
協

定
を
結
ん
で
い
る
文
京
区
の
ご
厚

意
で
、雪
ど
け
う
お
ぬ
ま「
春
物
語
」

物
産
展
を
区
役
所
内
で
開
催
。物

品
販
売
や
企
業
訪
問
を
実
施
し
、

地
域
振
興
に
努
め
ま
し
た
。

活
動
の
成
果
が
実
り
、
１９
年
度

に
は
順
調
に
観
光
の
客
足
が
回
復

し
ま
し
た
。し
か
し
、１９
年
７
月

１６
日
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発

生
。観
光
面
で
１６
年
９
月
以
前
の
水

準
に
近
づ
け
る
か
と
期
待
し
て
い

た
矢
先
の
出
来
事
で
し
た
。

地
震
で
の
直
接
的
な
被
害

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

が
著
し
く
、
宿
泊
施
設
の
予

約
に
も
多
大
な
影
響
が
生

じ
、
再
び
暗
い
影
を
落
と
し

ま
し
た
。
市
民
生
活
に
生
々

し
い
地
震
の
爪
痕
を
残
す

中
、
我
々
の
元
に
届
い
た
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
「
尾
瀬
国

立
公
園
」の
誕
生
で
し
た
。

尾尾
瀬瀬
にに
はは
魚魚
沼沼
ルル
ーー
トト
でで

昭
和
２
年
、
日
本
百
景
に
選
出

さ
れ
た
尾
瀬
は
、
日
光
国
立
公
園

の
一
部
と
し
て
９
年
に
国
立
公
園

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
の
ち
２８
年

に
国
立
公
園
特
別
保
護
地
域
、
３１

年
に
天
然
記
念
物
（
天
然
保
護
区

域
）
、
３５
年
に
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
１９
年
８
月
３０
日
、

尾
瀬
は
日
光
国
立
公
園
か
ら
独
立

し
、
「
尾
瀬
国
立
公
園
」
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

新
潟
・
福
島
・
群
馬
・
栃
木
の

４
県
に
ま
た
が
る
尾
瀬
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
で
保
護
さ
れ
る
湿
地

と
し
て
、ま
た
登
山
・
観
光
の
地

と
し
て
有
名
で
す
。
そ
の
尾
瀬
へ

の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
一
つ
が
、

魚
沼
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
市
か
ら
出
発
す
る
と
高
低
差

の
少
な
い
ル
ー
ト
で
日
帰
り
登
山

が
可
能
で
す
。
尾
瀬
へ
の
玄
関
口

と
な
っ
て
い
る
奥
只
見
湖
を
船
で

渡
り
、
湖
畔
の
樹
海
を
眺
め
な
が

ら
旅
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
「
奥
只

見
郷
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
」
が
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
や
登
山
に
同
行
し
ま

す
。
自
然
を
知
り
尽
く
し
た
プ
ロ

が
随
時
、
自
然
解
説
を
行
い
な
が

ら
案
内
す
る
癒
し
の
旅
と
な
っ
て

い
ま
す
。春
は
水
芭
蕉
、夏
は
ニ

ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、秋
は
草
紅
葉
が

楽
し
め
ま
す
。
運
が
よ
け
れ
ば
イ

タ
チ
の
仲
間
、
オ
コ
ジ
ョ
が
出
迎

え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

尾尾
瀬瀬
はは
自自
然然
環環
境境
のの
教教
材材

魚
沼
か
ら
尾
瀬
へ
の
入
山
者

は
現
在
、
全
体
の
１０
％
ほ
ど
。

入
山
ル
ー
ト
が
特
定
の
場
所
に

偏
る
こ
と
は
、
尾
瀬
へ
の
環
境

的
負
荷
の
面
で
望
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
尾
瀬
の
自
然
環
境
を

保
護
し
て
い
く
た
め
に
も
、
我

々
は
魚
沼
ル
ー
ト
を
全
国
に
向

け
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
自
然
環
境
を
考
え
る
教
材

と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
我

々
は
、
つ
い「
自
然
豊
か
な
尾
瀬
」

の
存
在
を
当
然
の
も
の
と
思
い
が

ち
で
す
。し
か
し
、尾
瀬
の
自
然

は
、
大
勢
の
人
々
の
力
で
守
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
魚
沼
市
民
が
尾
瀬

を
、
日
本
の
財
産
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
財
産
で
あ
る
こ
と
の

再
認
識
を
促
す
た
め
、
朝
昼
晩
の

時
報
と
し
て「
夏
の
思
い
出
」を

市
内
に
一
斉
放
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
合
併
前
は
一
部
の
小
学

校
で
し
か
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
尾
瀬
で
の
学
習
も
、
対
象
を
市

内
全
て
の
小
中
学
生
に
拡
大
中
で

す
。
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
に

は
必
ず
肌
で
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
よ
う
現
在
、
教
育
委
員
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
夏
が
く
れ
ば
思
い
出
す
、
遙

か
な
尾
瀬
、
遠
い
空
」

尾
瀬
は
こ
れ
か
ら
、
観
光
に
最

適
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。
是
非
、

魚
沼
ル
ー
ト
で
散
策
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
・
写
真
は
魚
沼
市
提
供
）

各市のニュースを募集
「全国市議会旬報」では、各市のニュ

ースを募集しています。
全国の自治体の中でも先進的となる取

り組み、ユニークな条例、自慢のイベン
ト、地域のお祭りなど、お寄せいただく
情報のジャンルは問いません。ご提供い
ただいた情報につきましては、本紙編集
担当職員が記事を作成し、議会ニュース
あるいは市政ニュースとして紙面で紹介
いたします。
本紙をＰＲの場として活用されてみて

はいかがでしょうか。
（問合せ先）
全国市議会議長会調査広報部
旬報担当 松下・千葉まで�０３（３２６２）２３０９

市 政

ニュース

魚魚
沼沼
かか
らら
尾尾
瀬瀬
へへ

魚
沼
市（
新
潟
県
）

ニッコウキスゲの絨毯を散策

燧
ヶ
岳（
ひ
う
ち
が
た
け
）と
水
芭
蕉
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